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矢迫遺跡

調査の経過

調査の概要

矢迫遺跡は、豊田市鴛鴨町矢迫に所在し、南側に舌状に張り出す碧海台地上に位置す

る。本遺跡周辺には、古墳時代～古代を中心とする神明遺跡・三味線塚古墳・神明瓦窯や

戦国時代の鴛鴨城跡など多様な遺跡が点在する。

本遺跡は、第二東海自動車道建設に伴う事前調査として、平成9年12月から平成10年3
ノ

月にかけて実施した。調査面積は3,500m'である。 (加藤博紀)

調査区は舌状に伸びる台地を横断する形で設定された。調査の結果、大きく分けて古墳

時代後期から奈良時代までの遺構と江戸時代の遺構が確認された。

古墳時代後期から奈良時代までの遺構には、竪穴住居、掘立柱建物、溝、土坑などがあ

る。竪穴住居は大半が一辺が4m前後の規模を持ち、竃を持つものがある。覆土中からは

須恵器杯身や土師器甕などの遺物が出土しており、これらは5世紀末から8世紀に属す

る。溝には溝内にピットが並ぶ布掘り状のものがある。これらは一辺が5～10mの長方形

に巡る形で確認され、 2つの長辺の中央が途切れている。建物跡または柵列囲いと思われ

るが、性格などは現在のところ不明である。溝の覆土中から須恵器などが出土した。こう

した竪穴住居、掘立柱建物、溝は1、 2回重複しながら展開している。

江戸時代の遺構としては、幅が2-3m、深さが約1mを測る溝SD01などが確認された。
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まとめ

S D01からは18世紀代の陶磁器の他に土師器内耳鍋などが出土している。

今回の調査の結果、古墳時代から古代にかけての集落が神明遺跡と谷を挟んで西側にも

展開しており、しかも遺構構成が神明遺跡とは異なっていることが明らかとなった。集落

の性格などを考える上で貴重な資料となるであろう。 (鈴木正貴)
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